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研究成果の概要（和文）：本研究では、20 世紀前半のブリティシュ・コモンウェルス・オヴ・
ネーションズならびにそれが発展・変容した世紀半ば以降のコモンウェルス・オヴ・ネーショ
ンズが、きわめて柔軟・包括的なシステムとして自ら変容するとともに、ポスト帝国のソフト
パワーとして、グローバル国際秩序の形成に重要な役割を果たしてきたことを歴史学的観点・
方法をもって明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）：This research project demonstrated from historical viewpoints that 
the (British) Commonwealth of Nations in the 20th century was born and had grown as a 
very flexible and inclusive system, and had played an important role for the formation 
of contemporary international orders. 
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2011 年度 3,200,000 960,000 4,160,000 
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１．研究開始当初の背景 
1990 年代後半まで、日本では「コモンウェ

ルス」に関する歴史研究は、殆ど皆無であっ
た。木畑洋一「帝国の残像」山内昌之他編『帝
国とは何か』（岩波書店, 1997 年）は、イギ
リス帝国から「コモンウェルス」への編成替
えに注目するとともに、国際協力機構として
の役割を指摘した。また、木畑洋一・川北稔
編『イギリスの歴史』（有斐閣, 2000 年）と
『イギリス帝国と 20 世紀（全５巻）』（ミネ
ルヴァ書房, 2004 年～）は、イギリス帝国か
ら「コモンウェルス」に至る歴史的展開を扱

っている。しかし、いずれも中核（イギリス）
から周辺（構成地域）への影響を強調しがち
で、「中核－周辺」間の双方向的ベクトルや
周辺間の多元的ネットワークの存在など、
「コモンウェルス」構成地域間関係、ひいて
は「コモンウェルス」の構造自体を解明して
はいない。加えて、「コモンウェルス」が国
際秩序の形成・維持に果たした役割を、「コ
モンウェルス」の構造に注目して考察する歴
史研究は手つかずのままである。 
他方、海外に目を向ければ、1960 年代を代表
する Nicholas Mansergh の研究は、憲政・制
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度面に限定されていた。今日では W.David 
McIntyre が「コモンウェルス」の変容を政
治・社会・文化面にわたって論じているが、
総じて「コモンウェルス」の歴史研究は、ア
ジア・アフリカの旧植民地の脱植民地化とイ
ギリスの対応という新コモンウェルスに重
点が置かれており、新旧のコモンウェルスか
らなる「コモンウェルス」を包括的に把握す
る視点を欠いている。また近年、旧コモンウ
ェルスを中心とする「ブリティッシュ・ディ
アスポラ British Diaspora」で形成された社
会的文化的紐帯を介した交流・協力・同盟関
係に注目する研究が出されている。かかる見
方が新コモンウェルスに適用できるか疑問
が残るが、「中核―周辺」関係について、従
来の≪支配―従属≫に代わる新しい捉え方
を促す可能性を秘めている。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、「コモンウェルス」の歴
史的経緯と今日的意義について、以下の４点
に特に注目しながら多面的に考察し、「コモ
ンウェルス」に関する総合的歴史研究をめざ
すことにある。 
（１）「コモンウェルス」の内的構造とそ
の変容を、イギリス帝国・旧コモンウェル
ス・新コモンウェルスの長期的タイムスパン
にわたって、思想・政治・外交・社会・人種
などの観点から考察する。 
（２）（１）の考察において、「コモンウェ

ルス」の構成地域間関係のみならず、他の地
域との関係にも留意する。 
（３）「コモンウェルス」の過去および現
在の有り様が、他の近代帝国（及びポスト帝
国）といかに異なるのか、近代帝国（及びポ
スト帝国）の国際比較も行なう。 
（４）「コモンウェルス」の形成・変容と
グローバルな国際秩序の形成・変容とがいか
に結びつき影響を及ぼしあっていたかを、国
際政治・経済史の観点から考察する。 
 

３．研究の方法 
（１）各メンバーがそれぞれ担当の役割（山
本はアイルランド史の立場からの「コモンウ
ェルス」の内的構造の研究、細川はカナダ史
の立場からの「コモンウェルス」の内的構造
の研究、大津留はハプスブルク帝国史の立場
からの「コモンウェルス」の内的構造の研究 
、岩井は思想史的系譜の観点からの「コモン
ウェルス」の内的構造の研究、平野はフラン
ス帝国史の立場からの「コモンウェルス」の
変容過程・要因の研究、旦はグローバル化の
観点からの「コモンウェルス」の変容過程・
要因の研究、半澤は国際関係論の立場からの
「コモンウェルス」の変容過程・要因の研究、
松本は人種主義等の影響という観点からの
「コモンウェルス」の内的構造の研究、川本

は文化的ネットワークの観点からの「コモン
ウェルス」の内的構造の研究、前川はアフリ
カ諸国との関連からの「コモンウェルス」の
変容過程・要因の研究、浜井は移民という観
点からの「コモンウェルス」の変容過程・要
因の研究、山口はイギリス外交史の立場から
の「コモンウェルス」の変容過程・要因の研
究」）について個別に研究を進めた。 
（２）年２回もしくは３回、メンバーによる
研究会を開催して各自の研究成果を報告、議
論するとともに、研究成果の発表（論文集刊
行）に向けて、メンバー相互で研究課題の調
整、すりあわせを行った。 
（３）海外から研究者（ロンドン大学コモン
ウェルス研究所長フィリップ・マーフィー教
授）を招聘してワークショップを行い、共同
研究への理解を深めた。 
（４）イギリス帝国史研究会例会の場を借り
て報告会を行い、科研メンバー外の参加者か
ら意見を伺った。 
 
４．研究成果 
（１）コモンウェルスの内的構造やその変容
については、当初から柔軟で包摂的な組織で
あったこと、旧から新コモンウェルスへの移
行、さらに新コモンウェルス自体の変容にお
いても人種問題が重要な役割を果たしてい
たこと、コモンウェルス的性格を有する帝国
や他の組織が存在した（する）ことが明らか
になった。 
（２）コモンウェルスの形成・変容とグロー
バルな国際秩序の形成・変容との間には密接
な関連や相互的影響があったことが明らか
になった。 
（３）コモンウェルス史に多角的にアプロー
チした本研究は、わが国においてまだ端緒に
ついたばかりのコモンウェルス史研究の今
後の発展にとって重要な踏み台となるもの
と確信する。 
（４）本研究は政治・経済史的側面からのア
プローチに重心があった。今後は、重心を社
会・文化史的研究に移動させ、より総合的で
有機的な観点からコモンウェルスの歴史と
実態を考察する必要があろう。 
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